m Magoya University C O |
Mobility Innevation Center

COI-NEXTZ#&% & UEREEE Y5+
DEZ=IH1E

ZHEKRE RKEUASEISHIE TEUT o HSHAITAH
2% #F 51T @EEAFCOmAERY —45—)

2022%3H1H
3ot [0 mnee | RSN 17 o

& &

_.‘_i;&:?'_&-e..‘
o, wor) BETammL. TAREITRNY .
SENBHTY L o0 Nehmmes Rtk 0




ZHEEXFCOIDIRDIED



Q v — - - 1 [ HE] 3529
= WGy .'|'1' I,'_.-"':II = | . E . . . - -~ ‘ | - -

Ry )

EERSZIR - BENEEDE BRI

[LEEFEB AR (CE M TS5 H B ALE HEER

AU =YFIVEEUFTA W < D EEhER

EHIEEE R

sk 17750 o HAREREE L. 2~
Lv.4B BRI AT L (EH
EERZV)

EIRRSED &IEDIRDS AT A
BREHRESEDITVITEIZE
Bx{EIT-connect?7I’V

BRET—ItY
=EEOREEFDO AR

N LSBT (DT — 4 al EEUF1IL > R(MB)
Y b1 =S T M — N ‘r ¢ ?“E"-hg' ﬂ y/ ITiEAEithisTcoRL
EBUWBLESATA . L L EEUF 1 ? . ' R EFE(CCASE
oy - aEOBET RMEEFEHEI LR
s Lu‘H:r 9 2MaaS

1

s ;g MRS
AR TR

1FLIOFvIAHSR

FECHABEOZINTES
NAATNAR
(—RHrRE(CER)

HFL—=>J0RY k ERAEESRENTOIS A

STRFAZEERARE I ST AL A )b - SRENEREIR T PR DIzsHD

BNeHITN—-Z>J0Ry b fERTEMRET OIS L (BinE
AMOEROEHZD)



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
COI終了時点で目指す姿とは何か？
自助・共助・公助の説明でビジョンが描けるか？
考え方がわかるビジョン図にする

COI終了までに目指す姿は、
高齢になっても自分の意志で移動できる
技術・サービス（自助・共助・公助）を創出し、
課題が顕在化しつつある地域社会の仕組みを変える。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
FUTUREライフスタイル共創拠点形成について、プロジェクトリーダの長谷川泰久より説明させて頂きます。

(以下メモ）
Ｄｘ・技術イノベーション・人の能力向上（健康・教育）が重要
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これらの３つの重要な価値「安心、自由、感動」を得るためには、いつでも どこでも だれもが、人・社会とつながって、多様で充実した移動、ヘルスケア、教育、サービス、仕事、文化的活動ができること、これがあるべきライフスタイル像であるというコンセンサスを得ることができました。この３つの価値Tri-valueが都会urbanと田舎ruralのどこでも実現fulfilingされることをFUTUREと略して、多様な生活様式を選択できるFUTUREライフスタイルの実現が、あるべき未来像として共有されました。3:40 26:20
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
FUTUREライフスタイルを実現するためには、大都市、中小都市、中山間地域のどこに住んでいても、社会とつながり、人とつながることが重要です。これを広い意味で「移動」と捉えると、どこにでも時間のロスなく行けるシームレスな移動、個々人が快適に移動できるパーソナルな移動、さらには、移動しなくても目的が達成できるバーチャルな移動の３つの要素があります。この３つを包含する「拡張された移動」の概念を「オーグメンテッドモビリティ」と名付けて、拠点の求心力を高めるビジョンコンセプトとしました。 さらにそれが充実した上で、一つのサイトで全てのサービスに繋がること、いつでもどこでも多様で充実したサービスが得られること、これらを満たすことによって、FUTUREライフスタイルを実現することができます。 4:40 25:20
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような経緯をたどった結果、本拠点のビジョンを、「オーグメンテッドモビリティでつながる「安心・自由・感動」社会の実現」としました。ここで「オーグメンティドモビリティ」を、「いつ、どこ、誰にでも、人・もの・情報・サービスへの十分なアクセシビリティを提供する機能」と定義しています。5:00 25:00
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
更に、ワーキングでの議論の末、この拠点ビジョンを実現する４つのターゲットを決定しました。１つ目は、モビリティの拡張・高度化です。実空間上の移動を高度化するとともに、サイバー活動も活用し、アクセシビリティの拡張を実現します。２つ目のターゲットは、時空間制約のない多様なサービスの実現です。全ての人を人・もの・情報と繋げる多様なサービスを実現します。３つ目のターゲットは、社会活動情報基盤の実装です。この多様化するモビリティとサービスに対して、需要と供給のマッチングを行い、多様な要求にタイムリーに対応できる社会活動情報基盤を実装します。最後に、FUTUREライフスタイルデザイン工房を創設し、社会や価値の変化、技術の進歩などに常に対応して、新しいライフスタイルのデザイン・評価・検討を行っていきます。6:20 23:40
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この４つのターゲット実現に向けて、ワーキングにて、６つの研究開発課題をバックキャストにより設定しました。�まず、時速5kmから500kmをシームレスに繋ぐモビリティを実現します。これは、自宅から目的地までの移動を、歩行からリニア新幹線まで待ち時間無く連携します。また、２番目の統合移動シミュレーションにより歩車共生空間を構築し、どこでも利用できる便利なパーソナルモビリティを実現します。さらに、３番目の空間制約を超えた活動を可能にする身体機能拡張の実現では、ロボットを用いた空間接続をおこなうバーチャルモビリティや、遠隔作業を実現します。
さらに、研究開発課題４では、様々なモビリティとの連携により、誰一人取り残さないヘルスケア・教育の高質化に取り組みます。
これらのモビリティとサービスの連携を促進するために、研究開発課題５では、社会活動情報基盤を構築し、リアルタイムにサービスの需給交換、サービス連携を実現します。シームレスモビリティ、パーソナルモビリティ、バーチャルモビリのモビリティや遠隔作業、ヘルスケア、教育の社会活動を効率よく連携させ、個人の要望にあったサービスを提案します。�　最後に、研究開発課題６では、Diverse Futureライフスタイルデザイン工房を創設し、拠点の達成度を示す指標Quality of FUTURE Lifeを設定し、それを用いた拠点活動のダイナミック評価と向上策の共創を行います。また、ELSI課題の抽出し、解決に向けて主導的な立場となります。�　我々の目指すFUTUREライフスタイルの実現には、移動、ロボット、ヘルスケア、教育、情報基盤、生活レベル評価を「一体となって」取組み、実証することが必要不可欠です。このような規模でのアカデミア主導の取組みは、世界的にも特徴のあるプロジェクトであり、拠点の強みであると自負しております。�　それでは、時間の都合上、個々の研究開発課題については代表的な項目のみ説明致します。9:40 20:20
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、研究開発課題１では、首都から地方都市さらに中山間地域までをシームレスに繋ぐため、JR東海などと協力し、多様なモビリティサービスを連携させ、中量輸送システムPRTを開発し、人とサービスの移動を行うハイブリッドシステムを整備します。これにより、特に地方におけるアクセシビリティを飛躍的に向上させます。10:10 19:50
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
具体的は、自動運転を含む複数のモビリティを統合する仕組みを構築し、社会活動情報基盤を用いてＭａａＳアプリをモデル地区において実装します。また、小型自動運転車両PRTをヤマハ発動機と協力して開発し、ターミナルや専用車線の設定などのインフラ設計、効率的な車両運用方法を確立します。10:30 19:30
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